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低級炭化水素（Ｃ１～Ｃ４）中の硫黄化合物分析用ガスクロ充填剤

　現在、硫黄化合物の分析には公定法で定められた１,２,３-ＴＣＥＰ、ＰＰＥ-５rings、β,β’-Ｏ
ＤＰＮが使用されています。
　ただし、上記充填剤には多量の低級炭化水素（Ｃ１～Ｃ４)中の硫黄化合物を分析した場合、次のよ
うな問題点があります。
１）１,２,３-ＴＣＥＰ、ＰＰＥ-５rings 充填剤は硫化カルボニルがメタン、エタン、エチレンと分
離しません。
２）β,β’-ＯＤＰＮは硫化カルボニルがメタン、エチレンとは全く分離しません。
　　また、硫化水素は上記炭化水素と分離しません。
　このように、ＦＰＤ検出器で硫黄化合物と多量の炭化水素が同時に溶出した場合、ＦＰＤの温度が
下がり、その試料成分の炎光が減少するクエンチング（消光）現象が起こります。そのために、硫黄
化合物の正確な定量分析はできません。
　このたび、新発売致しますＳｕｎｐａｋＳｕｎｐａｋＳｕｎｐａｋＳｕｎｐａｋ----ＳＳＳＳは以上の問題点を解決し、低級炭化水素（Ｃ１～Ｃ４）
と硫黄化合物の良好な分離を可能にしました。必ずご期待にそえるものと思います。
　以下、Ｓｕｎｐａｋ-Ｓの特長、分析例をご紹介致します。
■■■■ 特　長特　長特　長特　長 ■■■■
１）Ｓｕｎｐａｋ-Ｓはメタン、エタン、エチレン、プロパン、プロピレンと硫化カルボニル、硫化水素とを分離し、検出感　
　度も良好に得られます。
２）メチルメルカプタンはイソブタンとｎ-ブタンの間に溶出し、分析が可能です。

■■■■ 分析比較例分析比較例分析比較例分析比較例■■■■
低級炭化水素（Ｃ１～Ｃ４）中の硫化水素、硫化カルボニル、メチルメルカプタンの分析

ｶﾗﾑ ：Ｓｕｎｐａｋ-Ｓ
ｶﾗﾑｻｲｽﾞ ：3.2mmφ×2.1m
ｷｬﾘﾔｰｶﾞｽ：N2 50ml/min
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ｶﾗﾑ温度 ：100℃
検出器温度：180℃

ｶﾗﾑ ：β,β’-ＯＤＰＮ
25% CW 60/80 AW-DMCS

ｶﾗﾑｻｲｽﾞ ：3.2mmφ×3.1m

ｷｬﾘﾔｰｶﾞｽ ：N2 50ml/min
ｶﾗﾑ温度 ：70℃
検出器温度：180℃
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硫化水素、硫化カルボニル、メチルメルカプタン
エチルメルカプタンの昇温分析

仕様及び価格は改良のため予告なく変更させていただくことがございます。予めご了承下さい。

■仕様と価格■

プロピレン中の硫化水素、硫化カルボニルの分析 都市ガス中の微量の硫化水素の分析

Ｐ／Ｎ 容　　量
５０ｍｌ

価格(円)
６２,０００

4 8 12 16 4 8 12

42 6 8 42 6

充填剤バルク

Ｓ-１２５
品　　名
Ｓｕｎｐａｋ-Ｓ

ＺＳ-７０
Ｐ／Ｎ

Ｓｕｎｐａｋ-Ｓ　８０～１００

品　　名 カ ラ ム サ イ ズ
２.１ｍ × ３.２ｍｍ

価格(円)
４０,０００

標準パックドカラム（エージングまで）　ガラスカラム

2 20

M
et

h
an

e

E
th

an
e

H
yd

ro
ge

n
e 

S
u
lfi

d
e 

1
0
p
p
m

C
ab

o
n
yl

 S
u
lf
id

e 
1
0
p
p
m

P
ro

p
an

e,
P
ro

p
yl

en
e

is
o
-
B

u
ta

ne M
et

h
yl

 M
er

ca
p
ta

ne
 5

pp
m

n
-B

u
ta

ne

6 181410 62 1410

M
et

h
an

e

M
et

h
an

e
M

et
h
an

e

E
th

an
e

E
th

yl
en

e

E
th

an
e

E
th

yl
en

e

E
th

yl
en

e H
yd

ro
ge

ne
 S

u
lfi

d
e 

3
pp

m

H
yd

ro
ge

ne
 S

u
lfi

d
e

H
yd

ro
ge

ne
 S

u
lfi

d
e 

2
pp

m

C
ab

on
yl

 S
u
lfi

d
e 

5
pp

m

C
ab

on
yl

 S
u
lfi

d
e 

5
pp

m

E
th

yl
 M

er
ca

p
ta

n
e 

5p
p
m

M
et

h
yl

 M
er

ca
p
ta

ne
 5

pp
m

P
ro

p
yl

en
e

P
ro

p
an

e

最高使用温度
１９０℃

上記以外のカラムサイズおよびテフロンカラムについても、お問い合わせ下さい。

Ｎ２　５０ml／min　１００～１５０℃　４℃／min　（ＦＰＤ）

Ｎ２　５０ml／min　１００℃　（ＦＰＤ）

Ｎ２　５０ml／min　１００℃　（ＦＰＤ）

Ｎ２　５０ml／min　１００℃　（ＦＰＤ）

エチレン中の硫化水素、硫化カルボニル
メチルメルカプタンの分析


